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東京都 ボッチャ大会 地区協議会ボッチャ部 田辺一成

1月24日（土）東京都市町村ボッチャ大会が青梅市で、東京都
多摩地区の主な市町村からそれぞれ2チーム合計58チームが参加
し開催されました。町田市からは『高ヶ坂・成瀬地区協議会ボッ
チャ部』代表4名と他1チームが参加しました。地区協議会ボッチ
ャ部は３試合を連敗し、予選敗退となりました。しかしながら、
予選で対戦した2チームは決勝トーナメントに進出する強豪でし
たので、組み合わせが悪かったと言えます。次年度はまず１勝を
目標に練習を積み重ねていきたいと思います。地区協議会ボッチ
ャ部は高齢者の健康維持と交流を目的とした同好会です。適度な運動と会員同士のコミュニケー
ションを楽しみながら和気あいあいと進めています。
ボッチャに興味のある方は成瀬コミュニティーセンターに遊びに来てください。毎週水曜日また
は木曜日の午後1時から練習をしていますのでお出で下さい。

問合先 地区協議会ボッチャ部 田辺（090-5197-0811）
地域清掃活動
３月15日（日）９時より成瀬コミュニティセンター・高ヶ坂ふれあいセンター・成瀬駅前交番

を起点に地域の清掃を行いました。

地区協議会 活動報告

第4回成瀬地区レクリエーション大会

2月28日（土）町田市総合体育館、メインアリーナにて成瀬地区レク
リエーション大会が行われました。午前中にボッチャ、午後からはドッ
ジビーと◯×クイズを楽しみました。

構成団体 活動報告

今期も地区協議会は様々な組織と連携を図り、事業を進めて参りました。
成瀬センターまつりでは成瀬コミュニティセンター運営委員会とともに実行委員会を作り、まつりを盛
り上げて参りました。ボッチャ、健康麻雀は地域の皆様の健康促進と生きがい作りにもなっていると感
じます。主催するボッチャ大会では多くのチームが参加し、白熱した試合を繰り広げました。スマホ教
室はスマホに纏わる困りごとをテーマを設けずに開催してきました。また、今期初めて高ヶ坂方面への
出前教室も開催し大変喜ばれました。来期は出前での開催をもう少し増やせないかと検討しています。
地域活性化事業として、申し出のあった団体に対して助成を行い、地域にとって欠かせない事業の継続
を応援しています。今期から部活の地域移行を行なった南成瀬中学校のNANNARU UNITEDに対しても
助成をしました。子どもたちの健やかな未来づくりに対して大いに期待しています。
このように多岐にわたって連携を図っている地区協議会ですが、マンパワーがもっともっと必要と感じ
ています。デジタル化を強力に進めている高ヶ坂・成瀬地区ですので若い力も必須です。ここに住んで
いて良かった、友達にも自慢したいくらいだというような地域づくりをしていけたらと思っています。
今後ともどうぞご協力よろしくお願いいたします。

高ヶ坂・成瀬地区協議会 代表 木下賢治

ボッチャは普段から競技を楽しまれている方も全くの初心者も分
け隔てなく楽しまれていたのがとても印象的でした。ドッジビー
は子どもから高齢者まで同じコートで大きな声を出しながら汗を
かきました。普段は顔を合わせることがない方たちが競技を通し
て交流し、近隣に住む者どうしの絆を深めました。



文：中村 清史

ロ－カル線ちょこっと噺 №4

「ペスカドーラ」のクラブハウス
1月30日に町田市総合体育館のすぐそばにオープンしました。

本格的なブラジル料理レストラン・大型プロジェクションマッ
ピング等があります。
トレーニングジムも完備していて、スポーツ教室も展開されます。

※詳しくは、ペスカドーラのHPをご欄になってください！

3月25日 成瀬子どもクラブ なるるんオープン

受付カウンター
遊戯室

ボルダリング

調理設備

小窓から見えるグラウンド

・利用対象：0歳から18歳までの子どもとその保護者
・開館時間：午前10時から午後6時まで
・休館日：日曜日、祝日、12月28日から翌年1月4日まで
・運営者：株式会社明日葉（指定管理者）

HPはこちら

黒部峡谷鉄道 宇奈月(うなづき)～欅平(けやきだいら)(20.1km) 鐘釣(かねつり)温泉
《ロ－カル線とはちこっと違うトロッコ電車》

河原に掘った露天風呂から、列車を眺める(4月末～11月)
元々は日本電力、日本発送電による黒部川電源開発のための資材運搬用鉄道であり、

旅客は便宜的に扱っていたが、この鉄道を承継した関西電力が1953年(昭和28年)か
ら一般旅客営業を開始した。1971年(昭和46年)5月4日に関西電力の子会社として、
黒部峡谷鉄道が設立され、同年7月１日に関西電力からこの鉄道の地方鉄道事業を譲
り受けて発足した。《フリ－百科事典より抜粋》
黒部峡谷の奥の奥、とにかく線路を敷けるところまで敷いたという鉄道が、黒部峡

谷鉄道です。窓のない開放的な車両からは、黒部川が長い年月をかけて削り出した深
いV字型の谷と切り立った崖など、渓谷の壮大な景色を間近に楽しむことができます。
春には新緑、夏には清涼感あふれる渓流、秋は鮮やかな紅葉、自然を堪能できます。
渓谷沿線は秘湯の宝庫。中でも鐘釣温泉は野趣に富んでいます。河原を掘れば、約
90°の湯が湧出し、自分だけの露天風呂が造れます。はるばる黒部まで足を運ぶ理由
は目の前の景色です。日本有数の深い谷。首を大きく反らさなければ空を視野に入れ
ることはできません。断崖にしがみつく木々。木の葉一枚まで見分けられる距離にあ
りながら、そこは人跡未踏の地。これが黒部の醍醐味です。

高ヶ坂・成瀬地区協議会について詳しく掲載しています。

町田市のHP、高ヶ坂・成瀬地区協議会HPをご覧ください。

町田市HP
高ヶ坂・成瀬
地区協議会HP
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